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まさり｣は出芽が遅く, 5月1日にはそれぞれ6株中2株お
よび4株と少なかったが, 7月以降はほぼすべての株で出芽
した｡同様に, ｢赤木｣は5月には出芽がまったく認められ
なかったが, 7月以降では4株中3株で出芽した｡雨宮キャ
ンパスでは,｢赤木｣の出芽は5月2日に認められているため,
川渡-の移植株が掘り出される際にダメージを受けていた
可能性が考えられる｡
総じて,川渡フィールドセンターの桑株はおおむね順調
に生育し,8月には樹高も高いもので2m以上に生長した(図
10B)｡
桑園における害虫の発生と防除
両移植地において共通する特筆すべき点として,キボシ
カミキリの発生が挙げられる｡全養連･蚕糸の光(1995)
によれば,このカミキリムシは若齢幼虫は樹皮の下部を形
成層に沿って不規則に食事し,齢期が進むにつれて材質深
く食入する｡そのため加害が激しいときには株全体を衰弱
枯死させることが多い｡成虫は主に若い葉を食害する｡また,
以前は局地的害虫であったが,近年は九州から東北地方南
部に至る広い範囲で重要害虫となっている｡また同書によ
れば,発生時期は西日本では6-7月,東日本では9-10月で
あるが,雨宮キャンパスおよび川渡フィールドセンターで
発生が確認されたのは5月下旬から6月上旬以降のことで
あったo発生ピークは8月中旬から9月上旬頃となり, 8月
中旬には一日の捕獲数が10頭を超える日もあった｡キボシ
カミキリの発生時期には通常,桑葉を蚕に供しており,農
薬による成虫防除ができない｡さらに幼虫は桑株の材質深
部にいるため,農薬によって幼虫を完全に防除することは
難しい｡雨宮キャンパス桑園の桑葉については, 8月からは
蚕の飼養に供しており,また品種ごとに適期に葉や樹液を
サンプリングする予定であったので,農薬による成虫防除
ができなかった｡このため,成虫を目視で発見し,捕殺す
るという防除方法を採用した｡一方川渡フィールドセンター
では, 9月12日および10月16日に,マラソンMEp乳化剤
(商品名｢トラサイドA｣,サンケイ化学株式会社) 500mi
を100倍に希釈して散布した.
これまで,川渡フィールドセンターから近い大崎市岩出
山周辺の桑園におけるサンプリング時には,キボシカミキ
リは認められなかったこと,キボシカミキリの生息範囲は
それほど広くないこと,また,雨宮キャンパス桑園と川渡
フィールドセンター桑園での同時発生が見られたことから,
キボシカミキリは農園研桑園の桑株に既に侵入しており,
移植した株に幼虫が生息していたものと推定された｡樹勢
の衰えた株が食事されやすいことから,雨宮キャンパス桑
園では枯死株を掘り出し,処分した｡しかし,枯死株には
キボシカミキリ成虫が抜け出したと思われる形跡を認める
ことはできなかった｡成虫の目視探索と捕殺では100%の
防除が見込めないことから,現在雨宮キャンパスで保有し
ている桑株に既にキボシカミキリの幼虫が潜んでいる可能
性が高い｡雨宮キャンパス桑園でも2009年初頭を目処に,
農薬による幼虫駆除を予定している｡
キボシカミキリの成虫の発生期間はおおむね一ケ月とさ
れているが(全養連･蚕糸の光, 1995),雨宮キャンパスで
は3ケ月にわたって発生が確認された｡また,東北北部に
図10
表2　今回の移植作業における桑株の定着率と既報(村上ら, 1981)との比較.
品種名　　　　　今回(雨宮)　　　　試験A　　　　　試験B
いちのせ　　　　　　　　　　　75.0
剣持　　　　　　　　　　　　75.0
みなみさかり　　　　　　　100.0
大島桑　　　　　　　　　　100.0
しんいちのせ　　　　　　　100.0
65. 1　　　　　　　100.0
93.7　　　　　　　　98.4
6.3　　　　　　　　98.4
82.5　　　　　　　100.0
52.4　　　　　　　　　98.4
試験A :古木マルチングさし木.
試験B :稚苗移植.
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近い冷涼な気候条件の川渡フィールドセンターでも発生が
確認された｡これらの要因は明確ではないが,複数の地域
タイプのキボシカミキリが混在している可能性や地球温暖
化による影響があるものかもしれない｡
蚕の飼養頭数や年間飼養回数は桑葉の供給速度に律速さ
れることから,従来の桑園造成および桑の育成に係る研究
は,いかに低コストで,短期間に,かつ桑葉の反収を高め
るか(増収),ということに力点が置かれていたo　その延長
線上に桑株の間隔を可能な限り詰める｢密植桑園｣という
造成方法の開発がある｡密植桑園の造成では,単位面積あ
たりの必要株数が増加することから,桑株を確保するコス
トが問題となったo　村上ら(1981)は,低コストで大量に
桑株を生産する方法として開発された稚苗移植法(施設利
用によって育成された稚苗をほ場に直接移植する造成方
法)の検証のため,従来のさし木による造成方法との比較
を行った結果,活着率や収穫量から,寒冷地では稚苗移植
法が有利とされた｡また,農産物の国際競争激化や減反政
策を背景に,水田転作による桑園造成も試みられたようで
ある｡こうした状況は,より短期間により多くの収量を確
保する研究の必要性を生み出すことになったo　四方ら
(1980)および村上ら(1982)は,株同士の間隔が狭く,
株間の競合が発生しやすい密植桑園に対し,活着率で有利
な稚苗移植法を適用し,株間の距離設定と収穫量の推移等
を検証している｡また,中川(1979)は,冬季に大量生産
した稚苗を,気温および地温が上昇した適期には場に移植
するまでの間の貯蔵法について検討しているo
以上のように,桑の移植に関する研究は,稚苗をほ場に
移植する状況を想定して実施されていたものと考えられるo
Lかし,本稿における桑株の移植は,稚苗ではなく6-8年
生の成熟した桑株をほ場から掘り出し,別のは場-と移植
したものであるo養蚕農家の桑園造成は,通常上述のよう
にさし木や稚苗移植によって実施されるものであること,
さらに,コスト低下が必須条件である桑園造成に際して,
成熟して広範囲に根が張り,重機を使用しなければ掘り出
すことさえ困難な桑株を移植する必然性が無いことから,
6-8年生の桑株を移植した前例は無い｡上述のように,桑株
の掘り出し作業を重機によって行ったため,根の損傷が著
しく,当初は桑株の枯死が懸念された｡しかし本報により,
桑成木はきわめて高い活着率で移植できることが示された｡
今後の展望
2008年11月現在,雨宮キャンパス桑園では, 58品種の
桑葉に含まれるデオキシノジリマイシン(DNJ一糖類似アル
カロイドの一種)の分析,ならびに各品種の桑葉の蚕-の
給与試験も行われている｡これら一連の研究を将来的に発
展させるため,次年度以降次のような課題に取り組む必要
があると考えられる｡
まず,品種保存向けの接木･さし木による増殖が必要で
ある｡特にDNJを高含有する品種を重点的に増殖し,昆虫･
家畜･魚類等での濃縮･代謝メカニズムの解明に役立てる
必要がある｡また,移植によって樹勢が衰えている可能性
もあることから,キボシカミキリによる食害枯死で遺伝子
資源の遺失を防止する上でも増殖は欠かせないと考えられ
るo
次に, DNJ等を効果的に採取するための桑の栽培方法を
確立しなければならないo従来の桑栽培は,蚕に桑葉を給
与するためのものであり,収穫量を最大化する技術はある
程度流用できるかもしれない｡しかし, DNJ等の機能性成
分を効率的に採取するための栽培方法という観点からの研
究はこれまでにない｡その上で,害虫防除のための工夫に
っいても研究しなければならない｡仮に桑株を使った新産
業が創出された場合,生息範囲を拡大しているキボシカミ
キリ等の害虫は,そうした産業の最大の脅威となる｡機能
性成分を安全に保持しつつ,害虫を防除する技術は,従来
型の農薬を使った防除に囚われない,新しいものになる可
能性もあるだろう｡
(独)農業生物資源研究所には,これまでに日本で開発
された桑1,301品種(うち配布可能なのは771品種)が保存
されている｡それに比べれば,筆者らが移植し定着させた
59品種は微々たるものであるo Lかし,これらの桑株は,
直ちに各種試験研究に供することができる体制を備えてい
るばかりでなく,旧宮城県蚕業試験場から引き継いだ歴史
的な遺産としての価値も持っているo今後は,昆虫･家畜･
魚類等-の桑由来物質の利用可能性を広範囲に調査･研究
すると同時に,宮城県の養蚕の歴史とリンクした生物資源
ア-カイヴ-と発展させるべく,情報収集等に努めたい｡
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要約
本稿は,樹齢6-8年の桑株を宮城県農業･園芸総合研究
所鴻ノ巣は場(名取市)から,東北大学大学院農学研究科
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雨宮キャンパス(仙台市)および附属複合陸域生産システ
ム部(大崎市)に,合計約220株の桑株を移植した経緯,
および移植後の活着状況等に関する記録である｡通常,秦
株の移植は樹齢1-2年の稚苗を対象とする｡よって,成木
の移植はこれまでに実施された前例が無いと思われる｡
最終的な活着率は80%を上回り,成木の移植でも高い活
着率が見込めることが示されたが,移植作業で裾,桑株の
根が深く,かつ広範囲に張っていたため,人力ではなく重
機を中心の作業となったoこのため,根が大きく生長した株,
および根に対するダメージに敏感な品種では,移植後の活
着と生育が悪かった｡
今後は桑葉の機能性成分であるDNJ高含有品種の探索や,
畜産･昆虫･水産等の研究領域での桑関連資源応用の方法
を探るとともに,新産業の創生に向けた社会科学的なアプ
ローチを取り入れて研究を進める予定である｡
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